
　

２
０
２
４
な
か
や
ま
ピ

ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
６

月
８
日
に
中
山
霊
園
芝
生
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
太
鼓
連
や
公
民
館

サ
ー
ク
ル
、
地
元
の
方
々

が
多
く
参
加
し
て
色
々
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
「
中
山
は
山

の
中
体
操
」
で
は
子
ど
も

達
と
出
店
者
達
が
一
緒
に

行
い
、
出
演
者
と
観
客
が

一
体
と
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
の
が
と
っ
て
も
印
象

的
で
し
た
。
健
康
づ
く
り

の
た
め
、
増
々
広
め
ら
れ

ま
す
よ
う
に
！

　

懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
、フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
出
演

が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
の
、

モ
ル
ッ
ク
大
会
も
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

宝
探
し
で
は
、
大
勢
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
必

死
で
コ
イ
ン
を
探
し
、
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
野
菜
や
花
の
苗
、

お
や
き
、
豆
腐
を
使
っ
た

お
菓
子
、
や
き
そ
ば
、
や

き
と
り
、
お
団
子
、
パ
ン
、

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
か
き

氷
等
販
売
が
あ
り
、
売
り

切
れ
続
出
の
大
賑
わ
い
で

し
た
。

　

棚
峯
か
ら
三
世
代
で
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
夫
婦

は
「
中
山
霊
園
に
は
お
墓
参

り
で
年
に
５
、６
回
来
て
い

ま
す
が
、
芝
生
広
場
へ
は
子

ど
も
が
小
学
生
の
時
に
来
て

以
来
で
、
孫
と
来
ら
れ
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。」

　
「
30
年
前
の
の
ん
び
り
村

を
思
い
出
し
ま
し
た
。」
と

椅
子
に
座
り
、
木
漏
れ
日

の
中
、
そ
よ
風
に
吹
か
れ

心
地
よ
い
一
時
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
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7月1日現在の中山
世帯数 1,381
人　口 3,096



　私の散歩道は、中山公民館南の田んぼや畑
のある一帯です。
　なだらかな道なので
歩きやすく、遠くにア
ルプスが見え、水田の
中からサギが見ていた
り、カモが何羽も泳ぎ
回っています。
　ジョギングや、ランニング時にはロードレー
スの人たちとすれ違います。

犬の散歩をしている人
も多く、犬の名前を
覚えたりもします。
　空からヒバリの鳴
声がしたり、遠くから
カッコーやホトトギス
の鳴き声が聞こえてき
ます。もうすぐでセミの合唱の出番かな……。
　雑踏が嫌いな私には最高の場所です。

気
楽
に
写
真
を
撮
れ
る
現
代

写
真
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く

い
つ
か
や
ら
な
き
ゃ
と
思
い
つ

つ
も
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
が

“
写
真
の
整
理
”

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

家
族
で
集
ま
っ
た
と
き
に
会
話

が
生
ま
れ
た
り
そ
れ
を
見
な
が

ら
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。

写
真
を
見
て
昔
の
記
憶
を
思
い

出
す
こ
と
で
脳
の
機
能
が
活
性

化
さ
れ
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
軽

減
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
思
い
出
の
ア
ル
バ

ム
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
Ｓ
・
M
）

町
会
長

　

湯
浅　

健
夫　
（
和　

泉
）

　

中
島　

健
吾　
（
埴
原
北
）

〇
清
水　

芳
明　
（
埴
原
西
）

◇
松
田　

和
久　
（
埴
原
東
）

◎
小
林　

弘
也　
（
埴
原
南
）

　

奥
村　

伸
生　
（
棚　

峯
）

副
町
会
長

　

中
島　

典
彦　
（
和　

泉
）

　

百
瀬　

光
男　
（
埴
原
北
）

　

百
瀬　

文
雄　
（
埴
原
西
）

　

仙
石　

博
茂　
（
埴
原
東
）

　

百
瀬　

孝
一　
（
埴
原
南
）

　

木
田　

忠
巳　
（
棚　

峯
）

文
化
・
図
書
・
視
聴
覚
委
員
会

　

早
川　

武
志　
（
和　

泉
）

　

瀬
戸
口
理
絵　
（
和　

泉
）

　

今
井　

奈
美　
（
埴
原
北
）

　

洞
澤
由
美
子　
（
埴
原
北
）

　

西
澤　

松
子　
（
埴
原
西
）

　

川
上　

富
司　
（
埴
原
東
）

　

田
中　

久
雄　
（
埴
原
南
）

　

矢
口　

秀
明　
（
棚　

峯
）

　

遠
藤　

鋼
一　
（
棚　

峯
）

館
報
委
員
会

　

藤
森　

功
一　
（
和　

泉
）

　

松
本
紗
矢
香　
（
埴
原
北
）

　

山
口　

典
子　
（
埴
原
東
）

　

小
林
ち
え
み　
（
埴
原
南
）

　

神
田　

和
幸　
（
埴
原
西
）

　

前
島　

浩
子　
（
棚　

峯
）

体
育
委
員
会

　

祖
父
江
正
浩　
（
和　

泉
）

　

杉
原　

典
明　
（
和　

泉
）

　

竹
花　
　

匡　
（
和　

泉
）

　

中
島　

穫
人　
（
和　

泉
）

　

赤
井　

典
人　
（
埴
原
北
）

　

伊
藤　

貴
之　
（
埴
原
北
）

　

下
里　

義
則　
（
埴
原
北
）

　

山
口　

敏
彦　
（
埴
原
東
）

　

小
林　

邦
彦　
（
埴
原
東
）

　

小
林　

弘
道　
（
埴
原
南
）

　

百
瀬　

良
男　
（
埴
原
南
）

　

百
瀬　

匡
浩　
（
埴
原
西
）

　

牧
村　

岳
史　
（
埴
原
西
）

　

傘
木　

隆
雄　
（
棚　

峯
）

　

佐
藤　

敏
雄　
（
棚　

峯
）

　

川
端　

伸
哉　
（
棚　

峯
）

　

小
笠
原
由
里　
（
埴
原
北
）

町
内
公
民
館
長
会

館
長

　

今
井　

貞
昭　
（
和　

泉
）

　

山
田　
　

隆　
（
埴
原
北
）

　

赤
羽　

弘
光　
（
埴
原
東
）

　

百
瀬　

栄
治　
（
埴
原
南
）

　

赤
羽　

琢
磨　
（
埴
原
西
）

　

川
上　

恵
資　
（
棚　

峯
）

副
館
長

　

横
内　

芳
美　
（
和　

泉
）

　

赤
井　

典
人　
（
埴
原
北
）

　

中
島
多
喜
男　
（
埴
原
東
）

　

小
林　

仁
志　
（
埴
原
南
）

　

赤
羽
登
洋
成　
（
榛
原
西
）

　

近
藤　

博
志　
（
棚　

峯
）

令和６年度　中山地区町会長、副町会長 （◎連合会長、〇副会長、◇会計）

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

い
つ
の
こ
と
だ
か

お
も
い
だ
し
て
ご
ら
ん

あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と

あ
っ
た
で
し
ょ
う

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
　

お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と

い
つ
に
な
っ
て
も

わ
す
れ
な
い

知って

います
か、

おすすめ
スポット
おすすめ
スポット

子
ど
も
会
育
成
会

　

小
澤　

優
一　
（
埴
原
西
）

　

杉
原　

美
幸　
（
和　

泉
）

　

磯
部　

弘
文　
（
埴
原
北
）

　

赤
羽　

正
弘　
（
埴
原
東
）

　

古
田
優
美
子　
（
埴
原
南
）

　

赤
松　

翔
太　
（
棚　

峯
）

　

谷
口　

亜
紀　
（
棚　

峯
）

　

竹
内　

由
美　
（
和　

泉
）

　

三
宅　

志
保　
（
埴
原
北
）

　

清
水　

淳
志　
（
埴
原
西
）

　

塚
原　

直
美　
（
埴
原
南
）

　

松
田　

沙
織　
（
埴
原
東
）

　

荒
井　

明
彦　
（
棚　

峯
）

　

加
藤　

陽
子　
（
棚　

峯
）
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